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η 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
απ 1 2 3 5 8 13 21 345589
(1.2)
第 1章 問題提起





















は鋭-2に等しい。つまり,漸化式られ=απ_1+硫_2が成立する。   □






















? 2 3 4 5 6 7 8 9 10
απ 0 3 0
?
? 0 41 0 153 0 571
硫
?
? 0 4 0 15 0 56 0 2090


































η 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
% 1 5 11 36952817812245633618061
硫
?
? 2 7 18.54149430121134569792
































































となりん"は″ の要素である。 したがって,7はK"内のベクトル空間である。                            □
第2章 線形代数                       17





































































































が成 り立つ。                          □
次に基底と次元について定義して,Kπの基底を構成するベクトルの個
数について述べる。
































定義 2.1.14 Kπ内のベクトル空間″ のK上の基底を構成するベクトル






























































































































































































































































































































m+C抗+lπ為+1=0       (2.3)
とおく。両辺に左からスをかけると
c14"1+・… %五%+C抗+1■%+1=0
clλl■1+・…+%λm鶴+%+lλm+βれ+1=0   (2.4)
を得る。一方,(2.3)にλπ+1をかけると




′        Cl(λm+1-λl)=・…=ちよλm+1-λm)=0
である。また,固有値は互いに異なるため
Cl=…・=%=0          ｀






































































(απ tt bη)=Pl(αη_1+硫_1)+…。十島 (αη_m十硫_π)

























立つ。                             □
系3.1.4数列{απ}が線形漸化式αれ=Plαη_1+…+昇ρπ_m(Pl,….,端∈
C,島≠0)を満たすとき,4=lo l ・・・
PI P2 …・ 島-11%









































































となる。                            □
定義 3.1.6線形漸化式 απ=Plαη_1+…。+鳥ρπ_π (Pl,…,」‰ ∈
C,端≠0)に対 して,未知数 ″に関する方程式
″π=Pl″m_1+・…+島          、
を線形漸化式の固有方程式という。
det(″E一■)=
″~Pl ~P2 ~P3 …。 ~f机_1
-l  o  O .…  ….
0  -l  π .…  ….
三      °・.-1  ″
























































































PI P2 …・ 島 -1』‰
1 0 。… ….  0
0  1 ・・.      三
三 ・・. ・・.  o  o










































































































































































































第3章 線形漸化式の一般論                  37
が成り立つ。
逆に,(3.2),(3.3)が成り立つと仮定する。このとき,∫(・)を(″―α)た
で割った商をo(″),余りをR(″)=αlZた~1+α2メ~2+….+αたとすれば     、































































































































































































































































































































































































































































































































証明 απ=D3,れとし,また臨 を定理 1.2.2のように定めると,αl=o,
α2=3,bl=1,b2=0であり,次の漸化式が成り立つ。
{:|:]:[:i:il:『
















η 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
αη 0 3 0 11 0 41 0 153 0 571
嶋 1 0 4 0 15 0 56 0 2090

















式 D3,2れを見ると,式の下部である(3-v9)(2二√ )れは自然数れ を
大きくすると0に収束しているため,(3+√)(2+√)ηは自然数πが
大きくなるにしたがい整数の値に近づいている。興味深い事実である。


















































































































































































第4章 Kasteleyn行列                    54
証明 ∂∈5Nについて,ν=σを満たすようなν ∈″′が存在すると





























































図 4.針完全マッチンのν の 図 4。lQ完全マッチンのν′
辺を太線で示す       の辺を自抜線で示す
図 4。11:図4。9と図 4。10の完全マッチングを重ねた
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以上より,任意のυ∈yl Ⅱ y2に対してυに接続するν′の辺がただ l

























































































第4章 Kasteleyn行列                    60
0,….,色で順にマッチングの回転をするとν′になる。このことから,








































(-1)Sが成り立つ。                       □












































































が成り立つ。                          □
以上の補題を利用して定理 4.5。1を証明する。







c′∈]イ′        eciイ


























が成 り立つとする。このとき,εによって定まるKasteleyn行列 κ につ
いて



































































































と定める。このとき,(5。2)で定めたκ に対 して,次の式が成 り立つ。
ldetKI=ldetK′|
証明 いま,1つの頂点 鳥 とん∈Cに対 して,εの値を次のように修正
する操作がdet κ にどう変化を与えるかを考える。写像 ε″:E→Cを
(5。
6)







































が成 り立つ。                          □










































































































第5章 Dπ,っの値を与える一般式                70
証明 /(φを,ブ)=α」として,φづ,′=υづ%を(5。8)に代入すると
















)を満たす。                     □
つまり,{υぅ},{%}が(5。10)を満たすとき,仇′=銑ちによって定まる









































































































































































α→∝乱 請 血鵜 鮨到…μm.ll




























































√耳(%+1+%_1)=ν%, η υ2η+1=0   (5。24)
を満たす非自明な数列{%}が存在するための必要十分条件は,ンが





















=α血轟 ×6血恭 い …′Ъゴ封,コ
とおくと(Q,のは0でない定数)
/●ソ))二(μた十均)0ソ))


































































































































=a(∞S寡 十 √ Sh劣 一 ∞Sギ ー √ 鳳
等 )
=2√Q dn寡
第5章 Dm,れの値を与える一般式                80
と表される。したがって,2ν圧10をθとおけば
研→=θdn寡0=L…"2π一⇒
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